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第 1章 序論 

 

1.1  AACについて 

American Speech-Language-Hearing Association （ASHA）  の公式声明

（1990）1-4)によれば、拡大・代替コミュニケーション（以下、AAC と称す）と

は「音声によるコミュニケーションを補足あるいは置換する方法であり、その

人の思い、ニーズ、欲求、考えを表現するために使う（音声言語を除いた）す

べての形態を包括するもの」である。 

例えば、声帯を痛め声が出なければ、文字を書いたり、身振りで示したりし

てコミュニケーションをとることである。また、身体の動きに制限があれば、

文字盤を指したり、スイッチを押すと音声が出るような機器を用いたりして伝

えることである。もし知的発達が充分でなければ、文字を絵や写真に替えるこ

とでコミュニケーションを可能にすることができる。 

小島 5, 6)は、AAC を単にスピーチの補助ないし代替手段と考えるのではなく、

コミュニケーション能力を促進・拡大するための複合システムと捉え、「記号」

「エイド」「テクニック」「方略」の 4 側面における工夫を提唱している。 

 「記号」は意味するもの・表すものであり、視覚的記号と身振り記号に分け

られる。視覚的記号（シンボル）には、PCS（Picture communication symbols）、

PIC（Pictogram Ideogram Communication）7)、ブリスシンボル、Voice4u、

ロコス（LoCos）8)、Drop シンボルなどがある。身振り記号は動作や形状など

から発生しているものが多い。それに比べ視覚的記号は、図１に示すように、

実物に近い有縁的なものから文字のように規則を知らないと理解できない恣意

的なものまである。AAC の使い手に合わせて記号形式を選択できる 9, 10)。 

 「エイド」はメッセージを相手に伝えるための物理的な補助手段のことであ

る。「エイド」には、カードやコミュニケーションブックなどのローテクエイド

と、音声出力コミュニケーションエイド（以下、VOCA と称す）や意思伝達装

置などのハイテクエイドがある。AAC には補助系コミュニケーション技法と呼

ばれる、エイドを使う方法と、非補助系コミュニケーション技法と呼ばれる、

エイドを使わない方法がある。エイドを使わない場合、手段として用いるのは

主に身体部位であり、表情、身振りなどがこれにあたる。音声言語を獲得する 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

記号の形式 

（意味するもの） 

 実物 

 ミニチュア 

 写真 

 絵 

図形シンボル 

 文字 

遠い程恣意的 

近い程有縁的 

図 1 記号の形式と恣意性（有縁性）の段階： 

知念
10)
の図１を一部改変 

指示内容 

（意味されるもの） 
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前の子どものコミュニケーション技法は、この非補助系コミュニケーション技

法であると考えることもできる。 

 「テクニック」は、主として「エイド」を利用する場合に使われる特別な技

術のことである。例えば、指以外の身体部位でもスイッチを押せるように工夫

したり、VOCA が発する音声を病前の本人の声を基に合成したりすることであ

る。工学系技術者の活躍が期待されるところである。 

 「方略」は、利用しやすいように、環境を整えたり、促したりすることであ

る。これは中間ユーザの大切な役割である。利用者が子どもの場合には、教師、

言語聴覚士、保護者などが中間ユーザとなる。 

 

1.2 主なエイドの特徴と問題点  

上述した主なエイドの長所と短所について表１にまとめる。「サイン」は道具

が要らず、また表情も同時に伝えることができるという長所があるが、受け手

にある程度の知識が必要となり、誰にでも伝わる手段ではないという短所があ

る。「コミュニケーションブックや絵カード」などシンボルから成るローテクコ

ミュニケーションエイドは、同時的で何度でも見直すことができ、記憶の負荷

が少ないという長所があるが、非常にかさばるので使いにくいという短所を持

つ。ハイテクコミュニケーションエイドである「VOCA」は音声が出力される

ため自然な伝達手段であり、1) 複数の人に同時に伝えられる、2) 相手に知識が

いらない、3) 注意喚起ができるといった長所がある。しかし、従来の VOCA に

は、①大きくて携帯に不便、②メッセージ数に制限がある、③多様な形状・機

能があり選択が困難である、④高価である、といった難点があった。従ってロ

ーテクコミュニケーションエイドのように気軽に使えるものではなかった。 

 

1.3  AACの歴史と日本への導入 

AAC の発展は、テクノロジーの進歩だけでなく、ノーマライゼーションの思

想の浸透、障害者の自立の概念の変化などの、社会的背景の影響を受けている

6)11,12)。音声言語によるコミュニケーションが困難な言語障害児の言語治療に

AAC が導入されるようになったのは、1970 年頃からであり、日本でも 1980 年

以降、AAC 研究が活発になった 10)。 
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表 1 主なコミュニケーションエイドの長所と短所 
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マカトン法（Makaton Vocabulary）は 1972 年に英国でウォーカーらによって

考案された、サインとシンボルを音声言語とともに用いる、言語とコミュニケ

ーションの指導法である。1986 年には上野ら 13)によって日本語版が完成した。

日本マカトン協会のワークショップの受講者は 1989 年からの 20 年間で 9850

人に上っている。マカトンサインを用いた事例報告 14, 15)は多数ある。 

若林ら 16)は、彼らの自閉症児の縦断的研究において、音声の記号化の欠陥と

音声の体制化の欠陥をもち、話ことば獲得の予後が悪い「話しことばをもたな

い遅滞群」に対する言語治療の「補い刺激」として、「非音声言語」の導入を提

唱した。就学まではサインドスピーチ法 17)によって基本的なコミュニケーショ

ン技能を形成し、就学以後、指示理解の確立と動作サインの表出の程度を見定

めて、文字による語彙と文の訓練に移行する治療の流れを示した。 

また、近年、 PECS（絵カード交換式コミュニケーションシステム）に関す

る報告は多い 18-21)。これは、Frost と Bondy により開発された、自閉症やその

他の発達障害児に対する、絵カードを使った代替コミュニケーション方法であ

る。理論的背景に応用行動分析学の原理が組み込まれており、子どもから始発

するコミュニケーション行動を、比較的短期間で教えようとしているものであ

る。 

VOCA を子どもの発達に合わせて使おうとした報告 9)22-24)を見ると、市販の

VOCA を購入し、スイッチの画像を子どもの発達レベルや生活環境に合わせて

変化させていた。しかし、スイッチの数に限度があり、足りなくなると機種を

変更したり、そこで報告が終わっていたりしており、長く使い続けるのは難し

い様子であった。ハイテクコミュニケーションエイドと呼ばれているにもかか

わらず、VOCA の機能が限定されているがために、臨床での適用も限定されて

いた。 

 

1.4 本研究の目的 

本研究は、VOCA の先行研究を受け、次の二つの点を目的とした。ひとつ目

は前述の AAC の 4 側面のうち「エイド」の側面の拡大である。具体的には、前

述した従来の VOCA の短所である①～④の改善はもとより、子どもの発達レベ

ルと障害特性を考慮して作製し、さらに機能を子どもの発達による臨床ニーズ

に合わせて柔軟に拡張できる、汎用性の高い VOCA の開発である。二つ目は 4
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側面のうちの「方略」に関する新たな提案である。このような新しい汎用性の

高い VOCA を用いることにより、個々の子どもの発達段階や認知特性に細やか

に対応することが可能となる。そこで汎用 VOCA を積極的に利用した言語指導

の実践研究を行い、言語発達障害児の新たな指導法を提案することを、二つ目

の目的とした。 
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第 2章 汎用コミュニケーションエイド VCAN/1A 

 

2.1システム構成 

 本研究で用いる汎用 VOCA である VCAN/1A は、著者らの研究室で独自に開

発したものである。ここで「汎用」とは、「広く諸種の方面に用いられる」「こ

まめに変えられる」という意味である。対象児に合わせて広汎にカスタマイズ

ができるということである 25)。 

 この VOCA の構造管理は各ページの属性を単位として行い、データ構造ファ

イルのパラメータで設定する。このファイルで管理するのは、各ページの属性

（ページ番号、スイッチ数、レイアウト番号）およびその中の各スイッチの属

性（スイッチ名、画像ファイル名、音声ファイル名、次のページ番号、音声出

力状態表示）である。実際の作製方法としては、まず、すべてのページのレイ

アウト（スイッチ数と配置）を決定する。次にその中の各スイッチの属性を決

定する。それからこの作業をすべての下位のページとスイッチについて行う。

最後に、完成したファイルを携帯情報端末（以下、PDA と称す）にインストー

ルする。これらのデータを管理するファイルを「構造ファイル」と呼ぶ。この

構造ファイルの編集の仕方によって、画面レイアウト、階層構造、拡大・赤枠

表示など、広範囲にわたってカスタマイズができ、汎用性が高くなるのである。 

当初は、これらの作製をプログラミングの知識を持つ工学部等の技術支援者

だけが行ってきた。しかし、日々子どもに接している教師や保護者などの中間

ユーザが、その都度、画面設計や更新できるように、本研究室では「カスタマ

イズ支援システム」の開発も並行して行っており、ほぼ完成している。 

 

2.2  VCAN/1A の特徴 

 様々な「構造ファイル」を作製することによって、実際の臨床場面で VCAN/1A

は次のような特徴を持つことが可能となった。 

・PDA に実装されているため、大きさは手のひらサイズであり、持ち運びがし

やすい。首から下げておくこともできる。 

・画面上のスイッチの大きさ、数、配置は自由自在に変えられる（以下、「ペー

ジデザイン機能」と称す）。 
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・スイッチの画像（記号）は、写真、絵、文字など、対象児の発達レベルや特

性に合わせて対応できる。 

・スイッチを押すと、他のページに移ることができる（以下、「ページ移動機能」

と称す）。この機能を利用して、階層的な構造や循環的な構造を作ることがで

きる。 

・押したスイッチを拡大表示したり、スイッチに枠が付くようにしたりするこ

とで、押したことがフィードバックしやすいようにできる。 

この中で、「ページデザイン機能」と「ページ移動機能」は VCAN/1A が新たに

開発した独自の機能である。 

 「ページ移動機能」を工夫して使うと、次のように、利便性が向上し、利用

できる場面が増える。 

・必要な使用場面のページをすべて搭載することができ、さらにスイッチひと

つで、その場面に移動することができる。これにより、複数の VOCA を所持

したり、シートを場面によって入れ替えたりする必要がなくなる。 

・ページを利用して、２語文・３語文の作成が容易にできる（付録 2）。 

・司会の文句など、話す順序が決まっている場合には、次の文句を自動的に表

示することができる。このため進行を円滑に行うための段取りを示したツール

としても利用できる（付録 3.1,3.2）。 

・手順やスケジュールのおおまかな流れを示しながら、必要に応じて詳細を提

示することができる（付録 3.5）。 

・質問のことばの画面から自動的に応答のことばの画面につなげることによっ

て、会話の練習ができる（付録 5）。 
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第 3章 言語発達障害児の指導法への適用 

 

3.1 言語発達障害児の言語指導法 

 言語発達障害児の言語指導は、言語聴覚士（以下、ST と称す）が専門的に行

う。その指導内容は、子どもへの直接的関わりと子どもが生活する環境の調整

の 2 つに大きく分けられる 26)。最終目標は、その子どもが可能な限り発達し、

社会でその存在が活かせることである。言語指導の領域は、当初は「音声言語

（スピーチ）」の改善であったが、その後、認知機能を含めた「言語（language）」

の改善、さらに言語の使用に重点をおいた「コミュニケーション」の改善に拡

張してきた経緯がある 27)。その意味で、言語発達障害児のコミュニケーション

の改善は最も新しく、かつ未解決な分野のひとつである。その改善技法のひと

つに、補助・代替手段による「AAC アプローチ」がある。 

 「AAC アプローチ」の指導技法としては、第１章で述べたようにマカトンサ

イン・シンボルを用いたマカトン法や PECS などが広く用いられてきた。近年、

発達障害児は視覚刺激が優位である場合が多いことから 28)、シンボルなどの視

覚的記号は、個人のコミュニケーションブックや VOCA だけでなく、支援学校

等での集団支援の際にも用いられるようになった。例えば、Droplet Project 29)

は、オリジナルシンボルを、VOCA、サポートブック、コミュニケーションボ

ード、絵カード、学校での配布物などに幅広く利用しやすいようなシステムを

作っている。このように AAC が利用しやすくなり、様々な場面で用いられるの

は望ましいことである。しかし、多くの場合、「AAC アプローチ」はコミュニケ

ーションを取ることを目的に行われ、AAC があくまでスピーチの補助・代替手

段で終わってしまっていることは残念である。言語指導における「AAC アプロ

ーチ」技法は、単なるスピーチの補助・代替手段ではなく、上記の言語指導の

最終目標に到達するための手段であるべきである 5, 6)。 

このような言語指導の原則は、次の 2 つである 30)。ひとつは「子どもの発達

レベルに合う指導内容」であることあり、もうひとつは「子どもの認知的特徴

に合致する指導法」であることである。言語発達障害児に「AAC アプローチ」

技法をおこなう場合でも全く同じである。具体的には子どもの発達レベルと認

知特徴に合った記号形式や構造を備えた指導技法を選択し、子どもの反応を見
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ながらそれらを適合させ、あるいは変化させていく。しかし、1 章で述べたよう

に、従来の AAC では、記号形式は発達レベルや認知的特徴に配慮できるだけの

いくつかの種類が存在するものの、提示法は比較的単純なものに限られるため、

必ずしも上記２つの原則を満たすエイドはなく、指導技法を発展させることは

困難であった。 

 

3.2 適用に対する考え方 

 少数ではあるが、子どもの発達レベルに合った AAC を適用し、子どもの発達

に合わせて AAC の種類や機種、および記号形式を変化させた取り組みが存在し

た。林 31)は、図形シンボルシステム NSL88 を言語発達遅滞児の言語指導に用

い、表出手段を一時的に代替し、文字を経て発語に至った事例を報告した。知

念 9)は、子どもの発達に合わせて、記号形式を身振り→写真→絵記号→文字と段

階的に変化させつつ、エイドは身振りとコミュニケーションブック（ボード）

と VOCA を併用した。鈴木 23)は、利用していた写真カードを、そのまま VOCA

のスイッチ画像に取り入れ、さらに VOCA の機種を変えながら、記号形式を写

真から絵記号等に発展させた。広川 32)は、対象児が脳性麻痺であったため、運

動機能およびコミュニケーション能力の改善に伴って、AAC の機種や適応場面

を何回か更新した。 

これらの事例では、たしかに言語指導が「子どもの発達レベルに合う指導内

容」で、かつ「子どもの認知的特徴に合致する指導法」で行われていた。注目

すべき点はエイドの更新である。従来、VOCA を利用する場合、市販品の中か

ら、搭載することばとその画面表示に用いる記号形式、画面の分割数などを考

慮して、その子どもの発達レベルに合った機種を選び、その限られた機能だけ

を利用していた。従って、利用できる場面が限定されるので、他のエイドとの

併用が多かった。あるいは、子どもが発達したとき、新たなレベルに適したコ

ミュニケーション手段を確保するには、ほとんどのケースで機種を変更するし

かなかった。知念の事例では、おしゃべりくんハイ！（アルファシステム社）

→トーキングエイド α（ナムコ社）→コミュニケータ（キャノン）と機種を更新

している。鈴木の事例でも、ミニメッセージメイト（パシフィックサプライ社）

→メッセージメイト（パシフィックサプライ社）→VOCA フレックス（パシフ
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ィックサプライ社）と機種を交換している。いずれのエイドも高価であるので、

個人が負担することは難しい。 

また、ここでの指導方略に用いられたエイドは、間接的に発達に合ったコミ

ュニケーションを可能にする手段として言語能力の発達を促していたが、直接

的に言語能力を発達させるためのツールとしては用いられていなかった。 

 

3.3 言語指導で求められる VOCA 

 これらより、言語発達障害児の言語指導における「AAC アプローチ」として

求められる VOCA は、次の 2 つを兼ね備えたものである。 

ひとつは「子どもの発達レベルに合う指導内容」と「子どもの認知的特徴に

合致する指導法」を兼ね備えた直接的言語指導ツールになり得ることである。

そのためには、子どもに教えたいことに合わせて、VOCA が柔軟に対応できる

必要がある。もうひとつは言語指導の手段としては間接的ではあるが、子ども

が発達をするたびに VOCA 自体も改訂をしていくことである。すなわち、VOCA

も子どもに合わせて発達するのである。そのような VOCA があれば、子どもが

発達しても買い替える必要はなく、同じ機種を使いながら、次の発達レベルに

合った指導内容に逐次更新できるのである。 

 

3.4 どのような発達段階の子どもから適用できるのか 

 我々が開発した VCAN/1A は子どもに合わせて作製するものであるから、工

夫次第でどのような子どもにでも適用できる。その中で PDA に実装され携帯で

きるという特徴を活かし、目立った身体障害のない言語発達障害児を対象に実

験を行った（表 2）。 

 適用できる子どもの言語発達レベルについて、実験当初は、次のように推定

していた。VOCA はスイッチである画像を押すとその画像に対応した音声（音）

が出る仕組みになっている。つまりそこには、意味するもの（画像）と意味さ

れるもの（対応した音声）の記号形式－指示内容関係 33)が成立している。この

ことより、①事物とその名称（音声）の記号形式－指示内容関係がわかること、

さらにスイッチの画像を見分けるために、②絵や形が認識できること、③中間

ユーザである保護者が協力体制にあることの 3 点が必要であると考えていた。 
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a) ものの名前を理解できるか? 

   （口頭で示した物を指さす、ないし取ることができる） 

b)  決まった反応を示す「ことば」があるか?  

   （あることばに、いつも対応した同じ反応 を示すことができる） 

c)  共同注意が成立するか?  

   （指さした先にある対象物を見ることができる） 

d)  音の模倣があるか?  

   （音を真似ようとする、ないしオウム返しをすることがある） 

e)  動作を真似ることがあるか?  

   （強要されなくとも、自ら動作を真似ることがある） 

f )  身振りで表現することがあるか? 

   （教え込まれた身振りの他にも、自ら表現するものがある） 

g) 絵や本をじっと見ることがあるか? 

   （好きな本やカードの絵をじっと見る） 

h) 型はめに取り組めるか?  

   （回転はできなくとも、手元を見て入れようとする） 

i)  色が弁別できるか? 

   （リングを色ごとに刺せる） 

j)  保護者の状態 

   （来室できる日時が限られている場合、キャンセル・変更 が多い場合は、   

子どもに合わせて生活できる体制にはないと判定） 

表 2  VOCA を導入できる条件に関する調査：対象は M 言語指導施設に通室して

いる子どものうち、生活年齢 4 歳 10 か月以上でコミュニ ケーションに用いている

有意味語のない児 14 名。その中で 1 と 11～14 の 5 名には VCAN/1A を導入した。 

○：できる、△：ほぼできる、×：できない 

言語理解 表出 視知覚認知 保護者 
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しかしこの実験の後、言語指導の中で①を獲得するための方略機器として

VCAN/1A をデザインし活用してみた。その結果、事物とその名称（音声）の記

号形式－指示内容関係を獲得する途上の発達段階であっても、VCAN/1A を適用

できることがわかった。 
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第 4章 実験方法 

 

4.1 コミュニケーション支援の体制 

各種専門家からなるチームを作り、対象児と、対象児の VCAN/1A の成長発

展を支援する体制を確立した（図 2）。チーム員は、新潟大学工学部の教授と学

生、同大学教育学部の准教授と学生、同大学教育学部附属特別支援学校の教師、

対象児の担任教師、言語聴覚士、作業療法士、新潟市障害者 IT サポートセンタ

ーの支援員、保護者などである。チームは月 1 回のコミュニケーション支援会

議とメーリングリストで意見と情報の交換を行った。 

対象児に VCAN/1A を適用するときには、この支援会議で事例検討を行うこ

とを義務付けた。まず会議では、対象児の発達やコミュニケーション方法につ

いて現状報告を受け、導入場面を話し合い、VCAN/1A をデザインした。それに

基づき工学系のチーム員が VCAN/1A を作製した。完成した VCAN/1A を用い

て、教育系または臨床系のチーム員が現場で支援を行った。次の会議では、対

象児の様子、VCAN/1A の使い勝手や効果、およびさらなる支援について議論し、

必要に応じて VCAN/1A の修正や改良を行った。このような PDCA サイクルを

繰り返すことにより、VCAN/1A の改訂と対象児のレベルの向上を同時に進行さ

せた（図 3）。 

 

4.2 対 象 

 本論文の対象児は、専門家チームでコミュニケーション支援をした子どもの

うち、幼児期から著者が言語指導を行い、その一環として VCAN/1A を導入し

た 3 名の児（以下、事例 A、B、C と称す）である。いずれも導入時には発語が

困難であった。表 3 に対象児のプロフィール（疾患名、性別、ST 開始年齢、導

入時の状態）を示す。重度の知的障害児である A は、中学～地域活動支援セン

ター入所後と長期にわたって VCAN/1A を使用しているところに特徴がある。B

は高機能広汎性発達障害の児であり、A とは知的レベルも障害特性も大きく異

なっているところに特徴がある。C は重度の知的障害児であるが、VCAN/1A を

用いて支援した子どもの中で言語発達レベルが最も低く、記号関係の成立を目

的として VCAN/1A を利用したところに特徴がある。 
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教師 

学校での様子 

支援実践 

言語聴覚士 

発達の評価 

言語発達的視点 

保護者の理解者 

作業療法士 

学習法や 

画面設計の提案 
技術者 

画像作成者 

VCAN/1Aの作製 

支援現場の視察 

保護者 

家庭での様子 

支援実践 

支援者会議 

図 2 専門家で構成された支援チームとその主な役割 
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VCAN/1Aの作製 

行動観察 

  

 

 

・支援者会議 

・ML による 

 情報交換・共有 

 

生徒・保護者 

技術者 

画像作成者 
教師 

言語聴覚士 

作業療法士 評価 

目視・ビデオ撮影 

画像 
Droplet 

学校・家庭 

支援 

図 3 VCAN の言語発達障害児への適用における PDCA サイクル：

VCAN/1A のバージョンアップと対象児のレベルアップを繰り返す 
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表 3 対象児 A、 B、 C の概要 
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4.3 事例 A  

4.3.1 VCAN/1A導入に至るまでのコミュニケーション歴 

言語指導は 3 歳から開始した。独歩は 3 歳 1 か月で可能となった。当初、言

語理解は不十分であり、指示は状況や母親の動作から判断していたが、4 歳頃に

は名称を聞いて応答の指さしが可能となった。要求は手さしであったが、注目

してもらいたいときには、手を叩く行動がみられた。音声を発することは極端

に少なく、わずかに母音から成る喃語様発話が認めらたが唇音を発することは

なかった。食べ物を摂取する機能（噛む、飲み込むなど）に大きな問題はなか

ったが、口の中のものを舌で押し出す、吹くといった口腔器官の運動はできな

かった。鼻咽腔閉鎖機能不全は口腔外科で否定された。 

染色体異常による奇形のため、手指の動きには制限があった。そのためもあ

ってか、言語理解力に比し、身振り表出が遅れていた。また当時、保護者は身

振り表出を覚えると益々音声言語の習得が遅れるのではないかと案じ、身振り

サインを身に付けさせることには消極的であった。しかし 7 歳頃になると、教

えなくとも A が身振りによる表出を頻繁にするようになった。そこで身振りを

コミュニケーション手段として習得させようと考えたが、その直後から A が体

調を崩し、約 1 年間の療養が必要となった。 

小 3 の 3 学期には療養期間が明け、保護者の協力も得られるようになり、「マ

カトンサイン」を導入したところすぐに習得した。「マカトンサイン」の習得に

伴い、次のような波及効果がみられた。 

1) 手指を動かすことが多くなるにつれ、手の可動域が広くなった。すなわち、

運動機能のリハビリテーションの効果をもたらした。 

2) サインをしながら、何か言いたそうに口を動かすことや、短く「/a/」「/a/」

と声を出すことが見られるようになった。 

3) A からの働きかけが盛んになり、コミュニケーションそのものを楽しんで

いる様子であった。それに伴い、表情が明るく豊かになった。 

4) サインでは表しきれないもの、例えば自分が食べたいものや行きたいとこ

ろについて、広告や絵カードを持ってきて要求するなど、「マカトンサイン」

以外の方法を使ってでも、相手に伝えようとするようになった。 
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小 5 の初めころから、2 つのサインをつなげる、いわゆる 2 語文が認められ

るようになった。その後さらに長い口頭言語の理解と身振りサインによる表出

が可能となった。 

保護者は以前から、誰とでもコミュニケーションができる手段を身につけさ

せたいという強い願いを持っていた。A は「マカトンサイン」の習得によって、

保護者、言語聴覚士、一部の教師とコミュニケーションが取りやすくなった。

しかし、A の手指の動きが十分でないこともあり、「マカトンサイン」をよく知

っている者にしか伝わらず、誰とでもコミュニケーションができるという、保

護者の願いを叶える手段とは言い難かった。当時、促すと、/pa/、/ai/ の音を出

すことはできたが、自ら出すのは奇声のみであり、「音声言語」の獲得の目途は

ついていなかった。また「文字」を指導に取り入れてみたが、視覚的なマッチ

ングも確実とは言えず、習得までには時間がかかりそうであった。そこで、誰

とでもコミュニケーションができる手段である VOCA の導入を考えた。 

4.3.2 VCAN/1Aの設計と導入後の経過 

表 4 に、A の VCAN/1A 導入後の変化として、第 1 版から 8 版までの各版の

主な使用場所と充実させたことば、およびその際のねらいを示す。 

第 1 版は、学校での使用を想定して設計した。まず、「朝の会」と「帰りの会」

における司会の文句、および注意喚起や要求のことばを搭載した。この際、A

がスイッチを押したことを認識しやすいように、VCAN/1A の特徴の一つである、

拡大表示と赤枠表示を利用した。コミュニケーション手段を獲得し、学校での

活動に参加できるようになることで、さらにコミュニケーション意欲が増し、A

の言語能力が向上することを期待した。 

第 2 版では使用場面を家庭にも広げた。次の第 3 版では、さらなる使用場面

の拡大をはかるために、自己紹介のことばを充実させた。第 2 版からは、学校

場面、家庭場面、自己紹介のことばなどの限定されない場面と、VCAN/1A の「ペ

ージ移動機能」を利用して、表紙画面で場面を選べるようにした。自己紹介の

ことばは、言語室でも実習や見学の学生相手に使用した。初めて会った人を相

手にも使用するようになり、保護者の希望であった、誰とでもコミュニケーシ

ョンができる手段を身につけさせたいという強い願いに向かっての一歩を踏み

出すことができた。 
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表 4 事例 A の VCAN/1A の改訂およびねらい 
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第 4 版では、双方向のやりとりをめざして、「相づち」のことばを搭載した。

第 5 版では、コミュニケーションそのものを楽しめるように、流行語やジョー

クを搭載した。例えば、当時流行っていた「そんなの関係ねー」を搭載した。

その後、長期の入院が見込まれたので、第 6 版では病院生活で必要なことばを

加えた。第 7 版では、「会話」の成立をねらい、質問と応答のことばを増やした。

第 4 版と第 7 版では、質問に対してスムーズに相づちや応答のことばが返せる

ように、ページ移動機能を利用して、質問のことばのスイッチを押すと自動的

に画面上には相づちや応答のことばのスイッチが並ぶようにした（付録 5.2,5.3）。

A の発達レベルは、理解語彙年齢 34)を除くと、3 歳前であった。つまり現前の

ものを介した簡単な質問であれば応答ができるレベルであり、それ以上のやり

とりを指導するには工夫が必要であった。 

支援学校を卒業後、地域活動支援センターに入所した際には、そこでの活動

に合わせて、大きく改変した第 8 版を作製した。コミュニケーション手段を広

げるために、A は VCAN/1A を使った言語指導と並行してひらがなの学習も少

しずつ続けていた。かるた遊びを通して単文字であれば聴理解ができるところ

まで来ていたが、単語になると理解ができなかったので、生活の中でひらがな

を活用することができないでいた。そこで、第 8 版では、地域活動支援センタ

ーの利用者や職員のスイッチは、これまでのように顔写真ではなく、ひらがな

で表示するようにした。学習が進むことをねらい、名前の初めのひと文字目を

大きくし、二文字目まで表示するようにした。また、A が好むかるた遊びでは、

読み手としても参加できるように VCAN/1A に読み札の文句を搭載した。 

 

4.4 事例 B 

4.4.1 VCAN/1A導入に至るまでのコミュニケーション歴  

3 歳 5 か月のとき、「ことばを話さない」ことを主訴に、著者が所属していた

ことばの専門機関に来室した。言語指導初回の田中ビネー知能検査Ⅴ35)では、

視知覚認知系の下位検査はほぼ年齢並みの反応であったが、応答の指さしはせ

ず、有意味語もなかった。行動面では、にこやかな表情で近づいて来るものの、

指導時間中に突然離席したり、姉に誘われても無視したりするなど、相手のペ

ースに合わせることが苦手であった。 
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応答の指さしはすぐに獲得した。3 歳 11 か月のとき、国リハ式言語発達遅滞

検査＜S-S 法＞33)記号形式-指示内容関係の受信は、段階 3-2（事物名称 16/16、

動作語成人語の 2/5）であった。4 歳になると、拒否のときに手を振る、出発の

ときに片手の握りこぶしを揚げるなどの身振りと、不明瞭ながら音声表出がみ

られるようになった。しかし、両者とも頻度は少なく、増えもしなかった。4 歳

4 か月頃から文字にも興味を示し始めた。5 歳頃には、ボールが欲しいときには

白板に丸い絵を描き、拒否するときには指でバツを作り、クイズの答えには壁

に貼ってある 50 音表で語頭の 2 音節程度を示すなど、自ら複数のコミュニケー

ション手段を使い分けていた。 

指示には従わないことの方が多い児であったが、コミュニケーション手段が

広がるにつれ、B からの働きかけが増えていった。しかし、それらの手段だけ

では不足していたため、VCAN/1A を導入することにした。 

4.4.2 VCAN/1Aの設計と導入後の経過 

B の発達レベルおよび入学を控えた年齢であることを考慮し、B の VCAN/1A

は、①コミュニケーション手段を確保すること、②3 語文が作成できるようにな

ること、③50 音を並べて単語を綴れるようになることを目標として設計した。

①としての利用は場面の設定はせず本人に任せ、②と③を重点目標とした。②

に関しては VCAN/1A のページ移動機能を利用して 3 語文が作成できるように

した（付録 2.2）。1 ページ目が主語、2 ページ目が目的語、3 ページ目が述語の

構造とした。1 ページと 3 ページには、予め使いそうなことばのスイッチを設け

た。2 ページ目には、③の目標達成に向けて、単語を綴る練習ができるように、

50 音表を搭載した。B の興味が日々広がる中、ことばのスイッチでは対応不能

であったため、この 50 音表は一石二鳥であった。 

言語室では、B は構文練習用のパソコンソフト（株式会社富士通鹿児島イン

フォネット「ことばのくんれん」）での学習に興味を持つていた。そこで、その

動画の登場人物の名前を VCAN/1A の 1 ページ目のスイッチに搭載し、その動

画を VCAN/1A で表現できるようにするなど工夫しながら利用した。 

 

4.5 事例 C 

4.5.1 VCAN/1A導入に至るまでのコミュニケーション歴 
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言語指導は 3 歳 2 か月から開始した。初回、独歩はできたが、感覚遊びが残

っていた。医学的診断名に自閉症スペクトラムは入っていなかったが、背中を

向けて遊び、呼ばれても無視することが多かった。しかし、手遊び歌に対して

は反応動作が見られ、母親からの情報によれば、幼児番組の体操を見るとリズ

ムを取ろうとするとのことであった。これらの観察事実から、当初の目標を、

歌のような抑揚のあることばと手遊び・振りの動作との間に「意味するものと

意味されるものの記号関係」を獲得することとした。 

母親の協力が得られたため、数か月で様々な手遊びを一緒に楽しめるように

なった。4 歳頃になると、手遊び歌の本が目に入ると自ら手遊びを始め、母親に

歌えと要求するようになった。5 歳頃になると、抑揚のあることばを聞いて、そ

れに対応した身振り動作をするようになった。視知覚認知的には、4 歳頃から絵

をじっくり眺めるようになった。4 歳半頃には人の手を持って人の指を使って絵

を差させるようになり、5 歳前には絵を見て対応した身振り動作をするようにな

った。 

このように、5 歳頃には「意味するものと意味されるものとの関係」が、「身

振り／絵」「絵／抑揚のあることば」「抑揚のあることば／身振り」の間では成

立するようになった。しかし、名称を聞いて対応するものを指さす「応答の指

さし」は、なかなか獲得できなかった。音声の表出では、唸り声は出すものの、

喃語様の発声は見られず、音声言語の表出にはかなり時間がかかりそうであっ

た。そこで、VCAN/1A の導入を考えた。「応答の指さし」が出ていない児への

導入は経験がなかったが、家族と担任が前向きであったため、導入に踏み切っ

た。 

4.5.2 VCAN/1Aの設計と導入後の経過 

C の VCAN/1A 第１版は、コミュニケーションの手段になることと同時に、「応

答の指さし」ができることを目的とした（図 4）。まず次の 3 点を VCAN/1A 使

用開始時の目標とした。 

・スイッチを押すことで指さしの形を定着させる 

・スイッチを押して出す音声に対して、他者から反応があることを学ぶ 

・出力音声は、スイッチの画像に対応しており、意味を持つことを学ぶ 

目標達成のために、VCAN/1A の設計と中間ユーザの対応に次のような工夫を加 
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 押す→音声 指さす→先生の声   押す→好きな歌  
押す→注意喚起 

   →先生の反応 

何度でも絵と

音声を確認 

 

学校の図版 

・ボタンを押す（指さしの形） 

・音を聞く 

・反応がある 

音を聞いて指さすようになる 

音を期待して指さすようになる 

画像と音がつながる 

図 4 応答の指さしを目標とした VCAN/1A の適用 
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えた。 

・何度も押したくなるように、手遊び歌が流れるスイッチを搭載した 

・学校の先生や家族の顔写真を入れ、C が押した際には大げさに反応を返すよ

うにした 

・学校の朝の会では天気係であったため、そこで使用する「晴れ・くもり・雨」

の図版を VCAN/1A に搭載し、毎日使うようにした。学校の「ことばかず」

の時間と言語指導の際には、同じ図版を呼称しながら指さしてみせた。 

第 2 版からは、友達の名前や朝の会・帰りの会の文句を入れ、学校の活動へ

の参加を広げることを目標とした。学校では、全ての児童に対し、朝の会・帰

りの会でのことばがけには身振りをつけていたので、VCAN/1A の画面表示はそ

の身振りの絵を取り入れた（付録 3.2）。さらに、司会がしやすいように、ペー

ジ移動機能を利用して、自動的に次の文句のスイッチを画面全体に出し、出て

いる画面を押すだけで司会が進行できるように工夫した。 

応答の指さしが確実になった後には、定型発達の子どもであれば物の名前を

たくさん呼称する時期を迎えることから、たくさんの物品を VCAN/1A に搭載

した。絵本に載っているものと同じ物品を搭載し、一緒に絵本を見ながら「こ

れ何？」と C に聞き、C が VCAN/1A のスイッチを押して答えられるようにし

た（付録 6.4）。 

また、コミュニケーションの手段として使えるように、次のふたつの取り組

みをした。ひとつははめ板のピースを要求する場面を設定してのやりとりであ

る（付録 1.1）。はめ板のピースの画像を選ぶと、ページ移動機能を使って「く

ださい」と要求するページに移動する。要求すると今度は自動的に「ありがと

う」のページに移動する。ST が「どれにする？」と聞いたり、「どうぞ」と渡

したりすることで、やり取りの楽しさが体験できるようにした。もうひとつは、

言語指導に参加する ST や学生の顔写真のスイッチを作り、C が押して呼べるよ

うにした（付録 4.2）。呼ばれた者は元気よく返事をし、C とタッチをした。こ

のように積極的に言語指導場面でも VCAN/1A を取り入れてコミュニケーショ

ン能力の向上を目指した。 

 

4.6 評価法 
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VCAN/1A を用いた言語指導の有効性の評価は、①対象児のコミュニケーショ

ン行動や言語発達レベルの変化、②VCAN/1A の構造の複雑性や使用頻度の変化

の 2 つの観点から行った。A と C に関しては、月 1 回開催されるコミュニケー

ション支援会議において学校での様子を、月 1 回の言語指導において家庭での

様子を聴取した。B に関しては、月 2 回の言語指導で変化を記録しながら、要

所で言語検査を実施した。必要に応じて学校等を訪問し、使用場面の見学と新

たな使用場面の相談を合わせて行った。 
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第 5章 結果 

 

5.1 事例 A 

5.1.1 Aの変化と VCAN/1Aの改訂 

表 5 に、時系列順に、A のコミュニケーション行動の変化とエピソード、

VCAN/1A に追加したことばおよびその使用場所を示す。3 か月目から促せば上

手に押せるようになり、5 か月目から支援がなくても、朝の会と帰りの会の進行

ができるようになった。6 か月目に改訂した第 2 版からは、家庭でも使えるよう

にし、保護者と外出するときや、送迎等の福祉サービス利用の時にも携帯する

ようになった。8 か月に改訂した第 3 版には、自己紹介のことば、および相手の

ことを質問することばを新たに搭載した。これにより、注意喚起・要求・報告

だけでなく、人との交流を楽しむための機能が加わった。コミュニケーション

相手も教育実習生や言語聴覚士実習生など初めて会う人へと広がった。 

表 6 は VCAN/1A を使用し始めて 1 年後に、A がどのくらい自発的に操作し

ていたかを示す表である。当時、学校の「社会生活学習」の授業に VCAN/1A

を用いた活動が立案され、そのために新たに「相づち」のスイッチを VCAN/1A

に追加した。この表からわかるように、すでに使い慣れていた報告・要求や質

問は自主的に押すことができたが、新しい「相づち」は支援がないと押せなか

った。 

 第 3 版で、A は相手からの質問にスイッチを押して答えると、相手のことを

聞きたそうに相手を指さすことが多かった。また、別ページの質問をするスイ

ッチを好んで用いた。しかし、それを押した後、相手の返答を聞いてはいたが、

それに応答はせず、新たに質問することが多かった。ただし、その場で著者が

返答を補足するような内容を言って A の反応を求めれば、身振りや表情で応答

した。第 7 版では、応答を促すために、質問スイッチを押せば応答のことばが

並ぶページが現れるようにした。画面に注意を向けさえすれば、適切なスイッ

チを押して会話を継続できるようになった。 

5.1.2 Aの理解語彙能力について 

図 5 は VCAN/1A 使用前と使用後における A の PVT（絵画語い発達検査）34)

の語彙年齢である。使用後、理解語彙年齢の上昇率が増加した。 
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表 5 事例 A のコミュニケーション行動の変化および VCAN/1A の改訂 

試
用
期
間
（
年
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表 6 社会生活授業で見られた事例 A の反応 

(*1) 反応の分類 

   0)  0：反応なしまたは何もしなかった 

   1)  支援あり 1-1  教師と一緒に押した 

             1-2  教師がスイッチを指さすと押した 

            1-3  教師がことばをかけると押した 

   2)  自発的  2-1  身振りで表現した 

             2-2  誤ったスイッチを押した 

            2-3  正しいスイッチを押した 

(*2) 教師が Aの質問に答えた後に、「Aさんはどうですか？」と聞くと  

VOCAの「ぼくも好き」か「ぼくは好きじゃない」を押した  
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7 

VCAN/1Aを使用 

生活年齢 

3 

4 

5 

6 

11 12 13 14 15 

 

● 

● 

● 

図 5 事例 A の VCAN/1A 使用前と使用後における理解語彙年齢： 

PVT（絵画語い発達検査、日本文化科学社、1978）による評価 

において VCAN/1A を使用後傾きが変化している。 

理
解
語
彙
年
齢 
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5.1.3 Aの VCAN/1Aの変化 

図 6 に搭載した語彙数の時間的変化を示す。第 2 版以降は保護者からも、搭

載することばの要望が出るようになり、使用場面と搭載語彙の拡大につながっ

た。ここで搭載語彙数とは、音声出力を伴うスイッチの総数である。「戻る」「進

む」などの操作のためのスイッチは含まれていない。搭載語彙は今後使う可能

性のある語彙を含むため、その数はその期間に実際に用いた語彙数とは必ずし

も等しくない。搭載語彙数は、場面の拡張に伴って第 1 版の 79 から第 7 版の

462 に次第に増加した。地域活動支援センター向けの第 8 版では、学校内で使

っていたことばを削除し、全体を再構築したため、搭載語彙数は 377 に減少し

た。第 8 版作製数か月後の調査によれば、連続７日間で搭載語彙の約 65％を実

際に使用していた。 

 

5.2 事例 B 

5.2.1  VCAN/1A導入後の経過 

幼稚園年長の 7 月に VCAN/1A を導入した。教えなくても「すすむ」と「も

どる」のスイッチを理解した。2 か月目には、促せば、「ぱぱ」「おちゃ」「のみ

たい」と 3 語文をつくることができた。3 か月目に 50 音表を搭載した VCAN/1A

に改訂したが、ST がサポートすれば、1 ページ目では「ぼく」のスイッチを選

んで押し、2 ページ目では 50 音表を使って「しゆんちやん」と入力し、3 ペー

ジ目では「あった」のスイッチを選んで押すことができた。ここで「しゅん」

とは、当時 B が興味を持っていた構文練習用のパソコンソフト（(株)富士通鹿児

島インフォネット「ことばのくんれん」）に登場する男の子の名前である。これ

までも、B がその教材を使いたいとき、言語室に貼ってあった 50 音表で「しゆ

ん」と指さして要求することがあった。 

B は、その障害特性から関心はあってもできそうにないことは躊躇した。う

まくできないとすぐやめてしまうことが多く、VCAN/1A を自分から使い始めて

も長続きしなかった。そこで 5 か月目に、次の 2 つの工夫をした。ひとつは、

お気に入りのパソコンソフト「ことばのくんれん」の動画を VCAN/1A で表現

できるように、「しゅん」君スイッチを 1 ページ目に加え、3 ページ目の動詞を

動画に合わせていくつか変更した。もうひとつは、3 ページの述語まで入力し終 
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図 6 事例 A の VCAN/1A に搭載した語彙数の時間変化 
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えると、自動的に 4 ページに移動させ、B が好むポケットモンスターのいくつ

かのキャラクターがランダムに表示されるようにした（図 7）。 

これらの工夫によって、B が VCAN/1A に触れる頻度が増えた。お気に入り

のキャラクターを見たくて、各ページで何らかのスイッチを押すことを繰り返

した。そうするうちに、パソコンソフトで「しゅん」君動画を見ながら、しゅ

ん君の動作を 3 語文で表せるようになった。さらにパソコン画面に文字が出る

と、それを見ながら 50 音表を使い目的語だけでなく助詞も押すようになった。

濁音や拗音にも興味を持つようになった。 

B は、普段のコミュニケーションでは VCAN/1A をほとんど使わなかったが、

音声で伝えようとすることが徐々に増えていった。ただし子音は脱落していた。

9 か月目に入ると、伝わらないときに「あいうえお」と口頭で言って VCAN/1A

を要求し、50 音表を押して伝えるようになった。清音と濁音からなる単語であ

れば、文字を並べてほぼ綴れるようになっていた。4.4.2 で述べた目標①～③を

達成できたため VCAN/1A の使用を年長の 3 月末に終了した。この後、構音指

導を開始し、全ての音が出せるようになった。 

5.2.1 Bの言語能力の変化 

図 8 に、年長 7 月の VCAN/1A 使用開始時および翌年 3 月末に評価した国リ

ハ式言語発達遅滞検査＜S-S 法＞記号形式-指示内容関係段階 5 の「発信」の反

応を示す。翌年 3 月末では、子音が脱落し、母音のみの発声ではあったが、口

頭で 3 要素と 3 語文の表出がみられた。構音障害があるものの、口頭での表出

が B の主なコミュニケーション手段となった。 

 

5.3 事例 C 

5.3.1 応答の指さしの獲得 

VCAN/1A 使用開始時、C はスイッチを押すと音が出て画面が変わることを感

覚的に楽しんでいた。つまり人に向かっては押さず、自分一人で楽しむおもち

ゃになっていた。しかし、VCAN/1A の天気の絵のスイッチを押すと音が出たこ

とから、学校で使っていた天気の図版も、音を出そうとして、自分の手で指さ

すようになった。そのたびに、担任が「はれ」「くもり」など VOCA のように

声を出してやった。これを繰り返すうちに、今度は担任が問うた図版を C が指 
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主語 目的語 述語 ごほうび 

図 7 事例 B の VCAN/1A：主語のページから目的語のページ、   

目的語のページから述語のページへ移動するときは「すすむ」ボタン

を押す。述語のページからごほうびのページへは自動的に移動する。 



37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発音可能な 

音のみ 

［ao］=「青」 

3要素： 

[ooii]= 「大きい 

[uu]=     くつ 

[ao]=      青」 

3語文: 

［iu-a］ ［uai］ ［aau］ 

=「犬がウサギ洗う。｣ 

導入時 9か月後 

無言 

図 8 国リハ式言語発達遅滞検査＜S-S 法＞  

「発信」における事例 B の反応 
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さすようになった。言語指導の場面では、天気図版以外にも身近なものについ

て、指さしを促しながら身振りと音声を用いて指導していた。その結果 8 歳過

ぎに、身近なものに対し「応答の指さし」が確実となった。 

新版 K 式発達検査 36)では、VCAN/1A を使い始めた 6 歳 11 か月時には「言語・

社会領域」の発達年齢は、1 歳 1 か月だった。その 1 年 3 か月後の 8 歳 2 か月

時には、応答の指さしで反応する「絵指示」と「身体各部」が通過し、1 歳 8

か月となった。 

5.3.2 言語指導場面での成果 

 はめ板を使った課題は、自ら VCAN/1A を使って要求をすることができるよ

うになった。VCAN/1A で「ください」のスイッチを押し、音声に合わせて両手

を出す身振りをする。「ありがとう」のスイッチを押した後には、音声に合わせ

て頭を下げる。 

 スタッフの顔写真スイッチは、C に押された人が大げさな反応を繰り返すう

ちに、目の前の人の顔を見て、誰を押すかの意図を持つて VCAN/1A の画面で

その人を探して押していると思われる行動が見られるようになってきた。ある

いはスイッチを押した直後にその人の顔を見て返事をするか確かめる様子も見

られるようになった。 

 本を見ながら、「これなあに？」と ST が問い、C が VCAN/1A を押して答え

る課題は、本の絵とスイッチの画像が同一のものである場合には正しく押せる

ようになった。しかし、例えば本の絵のパンダと、VCAN/1A のスイッチの画像

のパンダが異なる場合には、押せないことがまだ多くある。また、本を見なが

ら「これなあに？」と問うとまず身振りで示し、促されて VCAN/1A のスイッ

チを押すこともまだまだある。 

5.3.3 Cの VCAN/1Aの変化 

図 9 に C の VCAN/1A に搭載した語彙数の時間的変化を示す。C の発達に合

わせて使用場面や使用する課題を広げる度に、VCAN/1A は改訂を繰り返し、搭

載語彙数が増加している。 
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図 9 事例 C の VCAN/1A に搭載した語彙数の時間変化 
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第 6章 考察 

 

6.1 VCAN/1Aの汎用性と事例の変化 

6.1.1 事例 Aについて 

A は粗大運動、微細運動ともに障害があり、かつ発語がない。表 5 に示した

ように、VCAN/1A の導入で、その A に次の２つの変化が見られた：①学校生

活での役割を主体的に行えるようになり、級友との関係が深まった；②コミュ

ニケーションをとれる場所と相手が広がった。例えば VCAN/1A を使えば「起

立」と号令をかけることができ、友人を一斉に動かせるのである。これは A に

とって生まれて初めての体験であった。VCAN/1A を使う前には、先生の脇で指

示されてカードをめくるくらいしか参加ができなかった。修学旅行で新幹線に

乗った時には、車内販売の店員に VCAN/1A を使って「ありがとう」とお礼を

言ったというエピソードもある。図 1 の搭載語彙数の増加と①・②のレベルの

向上が同時にみられたことから、①・②の改善は VCAN/1A による効果と考え

られる。①については、A を理解している保護者と専門家がコミュニケーショ

ン支援会議でそれぞれの立場から意見を出し合い、司会や要求のことばだけで

なく、ジョークやふざけことばなど、A の人となりが表れるようなことばを

VCAN/1A に搭載したことが主な要因と考えている。②については、従来の

VOCA では、使用場面が広がったり、必要な語彙数が増えたりすると、シート

や VOCA の機種を交換する必要があった 37, 38)。しかし、VCAN/1A にはページ

移動機能があるため、表紙ページで使用場面を選択すれば、場面が増えてもひ

とつの VCAN/1A で対応できる。このため使いやすさを低下させることなく、

積極的に場面や搭載語彙を拡張することができたためと考えている。 

図 5 に示したように、VCAN/1A の使用後は、理解語彙年齢の上昇率に変化が

見られた。検査中の反応の例として、選択誤答ではあるが、PVT の項目「研究」

（7 頁）に対し、右下の絵の中の「教師」をしっかりと指さした。当時 A の学

校の教師は、対外行事の研究会の準備を熱心に行っていた。教師は「研究」と

いうことばをさかんに使っていたものの、A に向かって直接かけるものではな

かったので、A が周囲の大人が発するそのことばを聞き取っていたことがわか

る。語彙年齢の上昇率の変化は、小島 5, 6)が提唱するように、VOCA の使用がコ
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ミュニケーション意欲や能力を促進したためと考えられる。 

次に会話の支援について論じる。A とは VCAN/1A 導入前から、A の身振り

サインを ST がことばに換えながら、双方向にやりとりをしてきた。A の身振り

を拡大解釈してことばを返したとき、A は笑顔や身振りで応答したが、それは

やり取りの内容を理解しての応答ではなく、ST との関わりを楽しむ反応であっ

たように思われる。そのため、この反応をそのまま VCAN/1A では「相づち」

などの応答のことばに置き換えようとしたが、うまくいかなかった。しかし、A

の知的レベルを考えれば当然のことのように思われる。2 歳レベルの子どもは

「お名前は？」と聞かれても、まだ姓名を表出できない。しかし、VCAN/1A 画

面中のスイッチを覚えることができれば、表出できる。非現前の質問に対して、

スイッチの画像がヒントになるからである。同じように、VCAN/1A 独自のペー

ジ移動機能により、質問のスイッチを押すと自動的に応答のページを表示する

ことができることを利用すると、ヒントとなる画面を見ながら応答できるため、

会話が成立しやすくなるのである。 

おそらく VCAN/1A がなければ、A の指導の目標を会話の成立に置くことは

できなかったと思う。この差分に VCAN/1A による効果が反映されていると考

えられる。また重度の知的障害がある子どもの場合、言語室で学んだことを生

活の中で活かすのは難しいと言われているが、従来の言語指導と異なり支援チ

ームで対応しているため、達成したことはただちに日常生活で活用できた効果

も大きい。 

6.1.2 事例 Bについて 

 稲田ら 39)は、市販の VOCA を用いて、B と同じ多語発話訓練を行った。見本

刺激とシンボル（VOCA 画面）の見本合わせをしながら、3 語文を形成させた。

形容詞だけをつなげた文型では、効果がみられたが、著者らが B で用いたよう

な主語と述語（動詞）を含んだ文型では、効果がみられなかった。大杉 40)は、

シンボルと文字を組み合わせて文章作成を容易にするパーソナルコンピュータ

ー-VOCA（以下、PC-VOCA と称す）を開発した。文字入力だけで文を作成す

るのが難しい対象児に、単語（シンボル）で入力できる部分を設け、文作成を

簡単にしている点は、著者らの B への取り組みと似ている。PC-VOCA は様々

な文や文章を作成できるという利点があるが、表示画面が複雑であるという欠
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点がある。B のような年少児には、表示画面はシンプルで操作がわかりやすく

なくてはならない。B の VCAN/1A では、ページデザイン機能を使って、ひと

つのシンボルから成る画面や 50 音表から成る画面を設計した。一見複雑に見え

るが、ひとつのページには 50 音か同じ品詞しか並んでいないため、各ページで

の操作は極めて単純である。 

B にはページ移動機能を利用して、「主語+目的語+述語」の文型指導を実施し

た。従来はカードを並べておこなっていた指導である。VCAN/1A を用いたこと

で、音声が出る、場所を取らないなどの利点の他に、テレビゲームのような気

分で学習できるため、苦手なことをするときの B のストレスを軽減できた。文

の作成が完了すると、好きなキャラクターがランダムに表示される「ごほうび

ページ」も、B に取り組みやすくさせる効果をもたらしたと考えられる。B の

ような能力間に偏りのある子ども場合、子どものプライドを傷つけないような

指導法が望まれる。VCAN/1A の柔軟性を活かした、高機能の広汎性発達障害の

子どもに対する、新たな指導法の可能性が検証された。 

高機能の子どもであろうと推測できても、年長の夏に発語のない子どもを通

常の学級に入学できるレベルまで持っていく手立てを、以前は持たなかった。

カードを用いて 3 語文を組み立てる練習はやっていたが、日常生活で表現した

いことばを網羅することは不可能であり、何より、B の興味をつなぎとめるこ

とが難しかった。また B は子音の脱落からもわかったように、音韻記憶に弱さ

があると考えられたので、ひらがなを操作するときに音が出ることは、B の学

習を進めるにあたって必要不可欠な機能であったと思う。 

6.1.3 事例 Cについて 

VOCA の利用の仕方は、小山の提唱する伝達行動の発達段階 41)によって、変

わってくると考えている。①意図的伝達段階に達しているか、②発話的発達段

階に達しているか、③応答の指さしが確立しているか（名称の理解ができるか）

の 3 段階に合わせた、VOCA の利用の仕方を図 10 に示した。 

C は発話的発達段階の目安とされる認知的条件を一部クリアしているものの、

人さし指による対象の能動的な探索が見られないことから、まだ意図的伝達段

階にあると考えられた。そこで、C の VCAN/1A は、応答の指さしの確立を目

的にデザインしたが、具体的には、「音の出るおもちゃ」として人さし指を使っ 
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（音声を使った伝達行為） 
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No 

受け手主導の 
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Yes 

音声言語を伸ばす 

意図的伝達段階 

（身体を使った伝達行為） 

音の出るおもちゃとして 

VOCAの利用 

言語発達促進の教材として 

VOCAの利用 

図 10 伝達行動の発達段階による VOCA の利用モデル 
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て遊ぶようにできている。それを通して VCAN/1A の音声が意味するもの、す

なわち記号であるということを理解するよう意図した。AAC の中でも、重度言

語発達遅滞児の受信語彙獲得において、身振り記号は音声記号習得の媒介とし

て有効であると言われている 42, 43)。また、身振り記号の受信が成立する前提条

件として身振り模倣があげられている。C は VCAN/1A を導入する前に手遊び

歌を利用して、「身振り／絵」「絵／抑揚のあることば」「抑揚のあることば／身

振り」の間では記号関係を成立させていた。そこで C の VCAN/1A は「音の出

るおもちゃ」ではあったが、大好きな「手遊び歌」だけでなく、「抑揚のないこ

とば（通常のプロソディのことば）」を入れ、「絵／抑揚のないことば」の記号

関係の成立を促した。すなわち C の VCAN/1A は「音の出るおもちゃ」として

の VOCA であったと同時に「記号関係をつけるため」の VOCA でもあった。こ

のように同時に複数の働きかけができるような設計は、従来の VOCA ではでき

なかった。付随的な内容であるが、C が音の出るおもちゃとして押した際、ペ

ージが行き過ぎたり、戻り過ぎたりするのをコントロールするために、大人し

か扱えない小さなスイッチをいくつかのページに配置した。これも VCAN/1A

のページデザイン機能を利用したものである。 

 

6.2 指導者（中間ユーザ）の重要性 

対象児に知的障害や発達障害がある場合、VCAN/1A の多機能性を利用するだ

けでは、使えるようにならないことが多い。使えるように導くためには、指導

者（中間ユーザ）の役割が特に重要である。例えば、A は、重度知的障害があ

り、全体的な発達レベルとしては 2 歳台であった。それまでマカトン法を使っ

てやりとりを楽しんできたが、質問後に「応答のことば」のページに自動移行

するように VCAN/1A を設計するだけでは、「会話」を獲得できなかった。この

場合 VCAN/1A の機能を利用して双方向のやり取りを「体験」させることが大

切であり、「応答のことば」のスイッチを押すよう促しながら、同時にコミュニ

ケーションの相手もしてやる必要があった。B に対しても、パソコンの動画等、

興味を持つ教材と合わせて使うなどの工夫が必要であった。C に対しては、導

入目的が「応答の指さし」の獲得であったため、押すことを促すだけではなく、

C の反応に柔軟に対応することが必要であった。 
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VCAN/1A をどのようにカスタマイズするか、それを現場でどのように使うか

を決めるためには、障害児教育、言語発達、作業療法などに関する多面的な知

識や能力が指導者に必要とされる。そこで我々は、それぞれの専門家からなる

チームを結成して、支援体制を整えた。その利点は多々あるが、言語聴覚士で

ある著者の立場からすれば、特に次の 2 点が大きかったように感じている。ひ

とつ目は、単職種ではできなかったことが、可能になったことである。機械に

疎い言語聴覚士だけでは、VOCA の敷居は高い。「こういうものが欲しい」と思

っても、実際に作ることはできない。ふたつ目は、お互いチーム員に専門性を

求める中で、自分の専門が何であるかを自覚できたことである。本研究の成果

は、多くを汎用性の高い VCAN/1A の機能に依存しているが、各々の専門家が

それぞれの役目を果たそうと、子どもと向き合ったことから来る「二次的効果」

も大きいと考えている。優れたエイドは、中間ユーザによってその機能が十分

発揮され、同時に、ユーザの意識をさらに高めると考えられる。 

 

6.3 言語指導法としての VOCAの位置づけ 

知的発達レベルや障害のタイプがいかなるものであっても、いつの日かおし

ゃべりができるようになることを、周囲の大人は切実に願う。本研究の 3 事例

についても同様であり、3 歳で言語指導を開始したときから現在に至るまで、音

声による言語表出ができるようになることを念頭に置いて指導してきた。コミ

ュニケーション手段のひとつとして VOCA を利用するが、それを最終目標とは

考えておらず、言語発達を促進する指導法のひとつとしても活用できるように、

汎用性の高い VOCA の開発と臨床応用を目指してきた。 

図 11 に、音声言語獲得に至るまでの「AAC アプローチ」モデルを示す。図

中の「サイン」は身振りサインを示し、「シンボル」はコミュニケーションブッ

クやカードを示す。「文字」は文字を並べ綴ることを含んでいる。定型発達児で

は、「指さし」→「身振り」→「音声」の経路をたどる。前述した身振りサイン

を用いる「マカトン法」13)であれば、「指さし」→「身振り」→「サイン」→「音

声」の経路をたどることを想定している。林 11)の事例では、「指さし」→「シン

ボル」→「文字」→「音声」の経路で発語を獲得している。 

本研究の特徴は、経路の途中に新たに「VOCA」を組み込んだことである。 
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図 11 音声言語獲得に至るまでの AAC アプローチモデル 

「サイン」は身振りサインを示し、「シンボル」はコミュニケーション  

ブックやカードを示す。「文字」は文字を並べ綴ることを含んでいる。 
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この「VOCA」は、視覚的な記号である「シンボル」や「文字」が表示された

スイッチを押すと音声が出力される機器であり、視覚情報を音声情報に変換す

る機能を持つ 5)。この機能は、視覚情報処理が得意な発達障害の子どもにとって

は、「シンボル」を、音声へ結びつけていくのを助ける手段になり得る。また「サ

イン」と併用／代替して使えば、「VOCA」から出る音声が、良い刺激になるで

あろう。いずれにせよ「VOCA」は、「シンボル」や「サイン」を「音声表出」

を結ぶ位置にあることから、音声言語の発達を促進するのに有効なツールとな

り得ると考えている。さらに、「文字」の学習に求められる知的レベルよりも低

いレベルから利用できるというメリットがある。  

A は、「指さし」→「身振り」→「サイン」→「VOCA」という経路をたどっ

た。いまだ「音声」には達していないが、単文字の聴理解が可能になり、VCAN/1A

のスイッチに文字を導入するなど、少しずつ前進を続けている。B は全てのコ

ミュニケーション手段を利用したが、主として、「指さし」→「シンボル」→「文

字」＝「VOCA」→「音声」の経路で音声言語を獲得した。C は「指さし」より

「身振り」が一部先行したが、A と同様の「指さし」→「身振り」→「サイン」

→「VOCA」という経路をたどっている。 

本研究では、B がひらがなを綴れるようにしたり、C が応答の指さしの習得

に用いたりすることに VCAN/1A を適用した。つまり、VCAN/1A は単に図 11

で示す「VOCA」の域にとどまらず、AAC 全体を包含できる可能性を持ってい

る。音が出るという「VOCA」の基本的な機能を使いながら、子どもに合わせ

て機能を拡張させ、習得させたいことを組み込めるようにできるのである。 

 

6.4 VCAN/1Aの特長 

 VCAN/1A の特長は、①対象となる子どもに合わせて作製できること、②機能

を子どもの発達による臨床ニーズに合わせて柔軟に拡張できることの 2 つであ

る。 

Mike ら 44)は、「コミュニケーションエイドを利用している子ども・青年への

インタビュー調査」から、エイドに対して「操作のしやすさ」および「自己像

に合ったデザイン」が現場で求められていることを明らかにした。特に後者の

要求に対して VCAN/1A は、ページデザイン機能とページ移動機能により、従
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来よりも利用者と中間ユーザのニーズに合わせて個別対応、すなわち「自己像

に合ったデザイン」ができるという利点を持っている。 

藤野ら 45)は、知的障害特別支援学校で使われている AAC 手段の調査研究の中

で、VOCA の必要性への認識は高いものの使用状況が低い原因として、エイド

に関する知識やスキルが必要であることを挙げている。従来の VOCA は、スイ

ッチの配置や数など、まず固定された枠があり、その枠内で使用するのが一般

的であった。したがって、特殊なものは除いて、特に操作が難しいわけではな

いはずである。「知識やスキルが必要」という意味は、自分の教育方針をいかに

エイドで実現するか、という点において困難さを感じているのではないかと思

われる。その解決策としては、VOCA の使用に慣れている専門家との協力と、

VOCA そのものの機能を教育方針に合わせて多様に利用できるように拡張する

ことのふたつが考えられる。著者らは、前者については工学部の支援技術者と

協力することで、後者については機能変更できる VCAN/1A を開発することで

対応してきた。利用者や中間ユーザに必要なことは、エイドについての知識や

スキルではなく、「こんなものが欲しい」「こういう場面で使いたい」という具

体的な教育的要求である。この要求をエイド・テクニックの専門家と協力しな

がら VOCA の機能として実現していくことが臨床的には重要と考えている。 

我々の研究グループでは、現在は支援技術者が対応している表示画面の変更

や移動先の変更を中間ユーザでもできるように、カスタマイズサポートシステ

ムを並行して開発している。さらにエイド自身の改訂も行っており、iOSR（ア

ップル社のオペレーティングシステム）で動作する情報端末（iPod touch, iPad, 

iPhone）に実装できるようになった。今後 VCAN/1A は、VOCA の４つ側面の

中の「エイド」のみならず、「テクニック」「方略」でも大きく貢献できるもの

と考えている。 
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第 7章 おわりに 

 

 本研究で開発すべき対象は 2 つあった。ひとつは、汎用 VOCA「VCAN/1A」

をいかに「臨床現場で利用できる有用なツール」として開発していくかである。

もうひとつは、音声言語の獲得に困難さのある子どもたちの「言語によるコミ

ュニケーション能力」をいかに VCAN/1A で向上させるかである。そのために、

スイッチを押すと音が出るという VOCA に共通した機能とともに、VCAN/1A

独自の機能である、画面上のスイッチ数、大きさ、レイアウトを自由に変えら

れる「ページデザイン機能」とスイッチを押すと他のページに移動できる「ペ

ージ移動機能」の 2 つを、子どもたちのニーズに対応するために活用した。ど

ちらも機能としては、非常に単純であるが、応用できる範囲は広かった。ニー

ズがあるということ、そしてアイデアを出し合う仲間がいたということが、

VCAN/1A の汎用性を向上させることができた最大の要因であったと思う。この

ように本研究では、工学と小児の臨床を融合させた新しい方法論を示すことが

できた。 

スマートフォンの普及により、携帯しているエイドでコミュニケーションを

とることは当たり前のこととなった。同時に様々なアプリケーションが開発さ

れ、携帯端末のテクノロジーは日進月歩である。それらの恩恵をどこに住んで

いても誰であっても、言語発達障害児が受けられるようにすることが今後の課

題である。そのためには、まず中間ユーザが子どもの発達レベルと認知特性を

的確に把握し、コミュニケーション支援の目標を定めることである。次に目標

を達成するために、個人に最適なエイドを初期デザインし、それを能力発達に

伴って適切に更新するための方法論を、すべての臨床現場で確立することが望

まれる。具体的には、VCAN/1A の使用データ情報を共有し、それを解析し、で

きることとできないことを分け、さらに子どもの発達レベルと障害特性を加味

した「カスタマイズ支援システム」を完成させることであると考えている。 
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付録 VCAN/1Aの様々な使い方の紹介 

 

1   要求場面 

 

1.1 欲しいものをもらう手順の理解（練習用） 

(1)子どもの前にはめ板、ST の前にはめるピースをおいておく 

(2)子どもは画面①から欲しいピースのスイッチを押す 

(3)画面は、②に自動的に移動。スイッチを押すと「ください」と音声が出て

自動的に③へ 

(4)ST からピースを受け取り、ピースを板にはめ、③を押す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2  マクドナルドでの買い物 いくつ注文するかを予め決めてから選ぶ 

 (1)その日に注文してよい数を大人が①画面のスイッチを押して指定する 

  （ダイエットのため） 

 (2)②画面から子どもがその数のメニューを選択 

 (3)指定の数になると、自動的に③画面となる 

 (4)③のスイッチを押すと注文となる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

① ② ③ 

「おねがいします」 
「ハンバーガー」 

「ポテト」 
『２』 

① ② ③ 

「かさ」 「ください」 「ありがとう」 
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2   ページを利用して文を作る 

 

2.1 帰りの会で感想を言う 

(1)①感想を言いたい教科を選ぶ 

(2)②感想を選ぶ 

(3)③完成した文が表示されるので、それを読みながら聞いて、真似して発表

する 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

※発語はあるが、自信が持てないと話せない自閉症スペクトラムの子ど

もが利用した。 

 

2.2 主語+目的語+述語の 3語文を作成する 

(1)①画面から主語となる人の名前を選ぶ 

(2)②50 音表を使って、目的語を綴る。助詞を入れても良い 

 （左側の上のスイッチを押すと、濁音や拗音のページに移動できる）      

(3)③画面から述語を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※ひらがなを綴る練習として、文は負担が大きいので、単語の綴りを目

的とした。（事例 B） 

① ② ③ 

① ② ③ 

「体育が楽しかったです」 『楽しかった』 『体育』 

「たべる」 「めろん」 「ぼく」 
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3  朝の会・帰りの会・授業開始時の司会 

 

3.1 「すすむ」を押すと、次の画面に移動するので、押すだけで進行ができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 身振りを促す  

   学校では、音声に身振りをつけて指導していたので、シンボルは身振り

がしやすいように工夫。 

   画面を押すと、自動的に次の画面が出る。 

   大人だけが押すスイッチ（赤い四角）は小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※身振り表出を楽しんでいた事例 C で用いた。 

 

  

① ② ③ 

④ ⑤ 
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3.3 何時間目の授業か、科目は何かを選びながら司会ができる 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

3.4 友達や先生を順に選べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「礼」 「始めます」 「音楽を」 「３時間目の」 「これから」 

「元気ですか？」 「はなさん」 
「健康観察です 

握手します」 



59 

 

3.5 会がどこまで進行しているか、見通しを持って進行ができる 

(1)①朝の会を順番に 9 項目に分けて表示してある 

(2)①１のスイッチを押す 

(3)②１が 4 つの項目から成ることがわかる 

(4)②A を押すと、③の一番上の「起立」のみ表示され、音声が出る 

 次に②B を押すと、③「気をつけ」が表示され、音声が出る 

(5)④C・D も、順に押すと、A・B と同じように文字に変わり音声が出る 

(6)⑤は、D まで押した時の画面 

(7)次に⑤のすすむを押すと、①の画面に戻るが⑥のように表示され、２の項

目へ行くことがわかる 

(8)この手続きを繰り返す 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 
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4  呼名・注意喚起 

 

4.1 ゲーム機に似せた形状  

 画面はスクロール式である。すすむを押すと、別の先生の顔が表示され 

る。目の前にいる先生の顔と画面の顔をマッチングさせてスイッチを押すと、

音声が出る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 言語室での利用 

    VOCA に関わるスタッフの顔が、同じページに並んでいる。その日の言

語指導に参加しているスタッフを選んで順に呼ぶ。あるいは「○○さんを呼

んでください」の指示に従って、そのスタッフを探して呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 呼名と具体的要求 

呼名のあと、自動的に要求のページに移動させ具体的要求をすることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

  

  

「○○先生」 「こちょこちょして」 
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5  会話 

 

5.1 自己紹介から、同じ話題で相手のことを質問する 

(1) ①の画面から、話題にしたいことを選択して押す 

(2)自動的に②の画面が表示される 

(3)②の画面で、自分が好きな食べものを選択して押す 

(4)その食べ物の名まえが音声として流れる 

(5)自動的に③の画面が表示される 

(6)押すと、「あなたは？」と相手のことを質問する音声が流れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

5.2 相手に質問し、その後自分のことを述べる 

(1)①相手に質問したいことを選択し押す 

(2)相手が答える 

(3)②同じ話題について選択し押す 

(4)③自分の好みのものを選択し押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ ② ① 

「あなたは？」 「ハンバーグです」 「ぼくの好きなたべものは」 

「おすしです」 「そばです」 

② ③ 

相手が

答える 

「おすしです」 
「ぼくの好きな 

たべものは」 

「好きな食べものは 

何ですか？」 
「そばです」 

①  
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5.3 相手の言ったことに対し、自分の感想を述べる 

(1)①相手に質問したいことを選択し押す 

(2)相手が答える 

(3)②相づちをうつ（あるいは異を唱える） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② ③ 

相手が 

答える 

「ぼくも好き」 「おすしです」 
「好きなたべものは 

何ですか？」 
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6  学習教材としての利用 

 

6.1 ２文字目の理解・・２文字目の選択によって、意味が変わることを学ぶ 

(1)①１文字目の「あ」を押す 

(2)押すと、音声が出て、「あ」に枠がつく 

(3)下の３つの文字から、ひとつを選択する 

(4)押すと、音声が出て、「し」に枠がつく 

(5)画面は②に変わり、文字と絵が表示される 

(6)「あ」から押すと音声が出て読み上げる。絵を押しても音声が出る。 

(7)絵の両側のスイッチを押さない限り、何度でも復習ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 ２文字目の理解・・絵にあった２文字目は限られていることを学ぶ 

(1)①の絵を見る 

(2)１文字目の「あ」を押すと枠がつく 

(3)絵を表すよう、２文字目を選択する 

(4)選択した文字の音が出る。 

(5)正しい文字を選択すると、音声と共に枠がつく 

(6)自動的に次ページ②へ移動する。 

(7)絵を押すと音声が出る。 「あ」から押すと音声が出て読み上げる。 

(8)絵の両側のスイッチを押さない限り、何度でも復習ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ 
 

  

 

 

 

あ 

 し 
 め  り  

 

① ② 

  

 

あ 

 し  め  り  

① 

 

 

あ 
 

 

し 
  

② 

 

し  
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6.3 数え学習 

(1)①の画面で、いくつの数を練習するかを選択する 

(2)選択した数の●がある画面②に変わる 

(3)左上から順に押して数える③ 

(4)押されると音声とともに数字に変わる 

(5)④すべて数えて「すすむ」を押す 

(6)画面が⑤に変わり、「いくつありましたか？」と問われる 

(7)押した数字を読み上げ、正解であると「ピンポーン」と音が出る 

(8)同じ数でも、●の並び方はいくつかある⑥⑦ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ 

④ ⑤ 

⑥ ⑦ 
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6.4 呼称を楽しむ 

やりとりを楽しめるよう、本と同じ多くの物品を搭載した。大人は本の絵を

指さして「これなあに？」と問い、子どもは VOCA で呼称する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


